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宝

陽

一
如
日
重

(
一
五
四
九
-
一
六
二
三
)
は
近
世
初
頭

の
京
都
日
蓮
教
団

の
重
鎮

で
あ
り
、
不
受
不
施
問
題
が
起
き
た
時
に
は
教
団
意
見
の
と
り

ま
と
め
に
当
り
、
不
受
不
施
義
を
主
張
す
る
仏
性
日
奥
(
一
五
六
五
-
一

六
一二
〇
)
の
攻
撃
を
受
け
た
が
、
い
わ
ゆ
る
宗
門
中
興
の
三
師

の
筆
頭

に
列
せ
ら
れ
、
近
世
日
蓮
宗
教
学
の
原
点
を
な
す
人
物

と
さ
れ

て
い

る
。
師
の
教
学

の
特
色
は
五
種
妙
行
論

で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
師
の
主

著
で
あ
る

『見
聞
愚
案
記
』
に
よ

つ
て
行
法
受
容
の
視
座
か
ら
そ
の
構

造
を
追
求

し
、
か
つ
日
奥
と
対
比
し
て
み
よ
う
。

(1
)

望
月
歓

厚
博
士
が
述
べ
て
い
る
と
お
り
、

日
重
は
す
ぐ
れ
た
理
論
家

で
あ
る
よ
り
も
実
際
的
信
仰
を
重
ん
じ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
い
わ
ゆ

る
五
種
妙
行
論
に

つ
い
て
も
必
ず
し
も
鋭
い
思
索
の
も
と
に
整
足
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
受
持

・
読

・
諦

・
解
説

・
書
写
の

五
種
行
の
行
じ
方
と
信
仰
の
指
針
と
の
接
合
が
日
重
に
と
つ
て
重
大
な

問
題

で
あ

つ
た
こ
と
は
、
愚
案
記
の
巻
頭
の
項
を
含
め
て
約
二
十
項
に

説
述
が
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
よ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く

五
種
法
師
は
法
華
経
法
師
品
第
十

・
法
師
功
徳
品
第
十
九

・
常
不
軽
菩

薩
品
第
二
十

・
如
来
神
力
品
第
二
十

一
等
の
各
所

に
説
か
れ
て
お
り
、

ま
た
受
持
読
諦
と
用
字
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
が
、
如
説
修
行

の
内

容
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
日
蓮

聖

人
に
お
い
て
は

「
受
持
の

一
行
」
の
み
が
強
調
さ
れ
、
題
目
の
専
唱
、
法
華
経
の
行
者
と

し
て
の
実
践
が
そ
こ
に
要
約
さ
れ
て
い
て
、
他
の
四
種
行
と
の
関
連
は

ほ
と
ん
ど
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
(僅
か
に
定
遺
一
〇
三

「得
受
職
人
功
徳

法
門
妙
」
、二
五
六

「
日
女
御
前
御
返
事
」
、「御
義
口
伝
」
等
の
真
蹟
不
存
の
諸

書
に
五
種
法
師
の
名
を
散
見
す
る
の
み
で
、
し
か
も
五
種
各
行
の
関
連
に
は
ふ

れ
て
な
い
9)
も
つ
と
も

「
四
信
五
品
抄
」
に
は

「制
二
止
檀
戒
等
五
度
一

一
向
令
レ称
二南
無
妙
法
蓮
華
経
一為
一二

念
信
解
初
随
喜
之
気
分
一也
。

是
則
此
経
本
意
也
」
(定
遺

一
二
九
六
頁
)
と
述

べ
、
ま
た

「
初
心
者
兼

行
二
五
度
一妨
二
正
業
信
一也
。
…
…
云

二直
専
持
此
経

一者
非
レ互
二
一
経
一
、

専
持
一題

目
一不
レ雑
二余
文
一尚
不
レ許
二
一
経
読
諦
↓
何

況
五
度
」
(同
一

二
九
七
頁
)
と
、
法
華
文
句
第
九
巻
の
文
を
引
照
し
つ
つ
述

べ
て
い
る
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が
、
こ
れ
は
受
持

一
行
に
五
種
妙
行
を
収
約
し
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か

し
聖
人
滅
後

の
教
学
展
開
に
お
い
て
は
、
日
常
の
行
法
に
お
け
る
受
持

正
行
に
対
す
る
助
行
と
し
て
観
念
観
法
的
側
面
が
問
題
と
な
り
、
五
種

行
が
受
持
行
を
中
心
と
し
て
統

一
的
に
理
解
さ
れ
る
信
仰
構
造
に
お
い

て
五
種
妙
行
論
が
諸
師
に
よ

つ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
そ
れ
は

行
学
日
朝
、
慶
林
日
隆
、
啓
運
日
澄
、
広
蔵
日
辰
等
各
門
流
諸
師
の
教

(
2
)

学
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日
重
の
五
種
妙
行
論
は
啓
運
日
澄
等
か
ら
継
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
が
、
日
重
に
お
い
て
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
い
か
な
る
理
由
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は

『愚
案
記
』
巻
頭

の
文
章

で
あ
る
。

就
二
三
業
修
行

一法
華
経
有

二得
意

一事

大
段
如
説
修

行
ト
云

ハ
受
持
等

ノ
五

種
二
修
行
ス
ル
ヲ
云
フ
欺
。
常

ニ
ハ
不
惜
身
命
ノ
事
ヲ
云
フ
様

二
意
得
ル

也
。
勿
論
夫
レ
モ
、
如
説
修
行
ノ
摂
属

ニ
テ
ハ
有
ト
モ
、
正
ク
此
経
ノ
如
説

修
行
ト
云
ハ
受
持
等
ノ
五
種

二
修
行
ス
ル
事
也
。
(同
一
-
二
)

日
蓮
聖
人
の

『
如
説
修
行
抄
』
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
法
華
経
の
不
惜

身
命
の
信
受

・
弘
経
が
上
代
日
蓮
宗
に
お
い
て
如
説
修
行
の
あ
り
方
と

し
て
伝
統
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、

日
重
は
こ
の
文
章
に
お
い
て
そ
の

よ
う
な
如
説
修
行
の
あ
り
方
の
他
に
、
受
持
に
収
約
さ
れ
る
五
種
行
を

仏
説
の
如
く
受
け

つ
つ
そ
れ
を
日
常
的
生
活

の
な
か
で
修
行
す
る
必
要

を
強
調
し

て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
前

引

の
文
に

つ
づ
い
て

「付
レ之
五
種
ノ
行
ガ
三
業

ノ
行
也
、
受
持
」ハ
意
業
、
読

・
諦

噌
解
説

ハ
ロ
業
、
書
写

ハ
身
業
也
、
釈

ノ
心
也
、
受
持
無
行
余
行
徒
然
ト
テ
受

持
ガ
肝
心
也
L
と
五
種
行
を
三
業
に
配
し
、
受
持

の
肝
心
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
行
に
即
し
て
日
重

は
、
「所

詮
、
五
種

ノ
修
行

ニ
ハ
意
業
ノ
受
持
ガ
肝
心
也
、
七
字
ノ
唱
題
ノ
行

ニ
ハ
ロ
業
ガ

肝
心
、
読
諦

ニ
ハ
身
業
ガ
肝

心
也
、
能

々
可
レ留
レ
意
、
日
重
ガ
己
証

也
、
猶
案
レ
之
宗
義
ノ
心

二
落
居
ス
ル
事
肝
心
也
」
(同

一
-
三)
と
述

べ
、
受
持
と
は
意
業

で
あ
る
と
規
定
し
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
受
持
を
意
業
と
し
て
重
視
す
る
と
は
い
か
な

る
意
味

で
あ
ろ
う

か
。
唱
題
に
つ
い
て

「就
二
唱
題
立
行
一又
三
業
ノ
通
局
ア
リ
、
意

二
七

字
ヲ
信
ズ
ル
ト
日
日
題
目
ナ
ド
書
キ
ロ
ニ
唱

ル
ト
、
是
三
業
ノ
行
也
、

此
ノ
三
業
ノ
中

ニ
ハ
ロ
業

二
唱

ル
ガ
肝
要
也
」
(
一
-
二)
と
、
唱
題
は

口
業
を
肝
要
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
受
持
意
業
と
は
信
力
の
相
続
と
い

う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
「
師
弟
相
対
シ
テ
於
二仏
前
一従
二今
身
一至
二

仏
身

一能
持
南
無
妙
法
蓮
華
経
ト
三
遍
受
ル
是
受
也
。
此

ヲ
受
タ
ル
如

ク
一
期
生
不
断

二
持
チ
信
シ
唱

ル
ヲ
持
ト
云
也
、

御
書

二
云
ク
受
ル
ハ

安
ク
持
ツ
ハ
難

シ
、
成
仏

ハ
持

ニ
ア
リ
文
、
受
法

ト
云
名
目
可
レ
思
レ之
、

去
バ
五
種
ノ
行
ノ
中

ニ
ハ
受
持
意
業
修
行
肝
心
也
最
要
也
」
(
一
-
三
)

と
、
正
法
に
帰
し
唱
導
の
師
よ
り
受
法
し
た
法
華
経
を
信
力
を
も
つ
て

持
ち
つ
づ
け
る
こ
と
が
受
持
の
内
容
と
な
る
。

次
に
読
諦
身
業
に
つ
い
て
は
、
日
蓮
聖
人
が
竜
口
法
難
後
、
弟
子
日

朗
に
与
え
た

『
土
籠
御
書
』
を
引
用
し
て

「
法
華
経
ヲ
読
諦

ス
ル
ニ
付

テ
身
業

ノ
読
諦
ガ
肝
心
也
」
(
一-
三
)
と
述
べ
て
い
る
が
、
法
華
経
の

一
如
日
重

の
行
法
観

(
渡

辺
)
 

七
三
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一
如

日
重

の
行
法
観

(渡

辺
)
 

七
四

色
読
、
す
な
わ
ち
法
華
経

の
行
者
が
末
法
に
お
い
て
弘
経
す
る
と
き
は

必
ら
ず
法
難
に
会
う
と
い
う
予
言
を
体
現
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
法
華
経
行
者
の
値
難
意
識
の
昂
ま
り
に
お

い
て
示
さ
れ
た
色
読
の
教
誠
を
、
日
常
的
な
信
仰
の
な
か
に
読
諦
身
業

と
し
て
ど

の
よ
う
に
定
着
さ
せ
る
べ
き
か
、
そ
れ
が
日
重
自
身
に
お
け

る
信
仰
と
教
学
と
の
中
心
課
題
で
あ

つ
た
。

仏
性
日
奥
が
自
身
を
法
華
経
行
者
の
先
躍
に
な
ら
う
者
と
し
て
自
己

(
3
)

を
規
定
し
、
不
受
不
施
義
を
宗
義
制
法
と
し
て
継
承
し
た
行
き
方
と
対

比
し
て
み
れ
ば
、
明
瞭
に
日
重
と
日
奥
と
の
関
心
の
相
違
を
見
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
日
奥
は

『
門
流
清
濁
決
疑
集
』
に
お
い
て
日
蓮
聖
人
の

「頼
基
抄

」
(「
四
条
金
吾
殿
御
消
息
」
定
遺
五
〇
四
頁
)
の

「今
度
法
華
経

の
行
者
と
し
て
流
罪
死
罪
に
及
ぶ
。
…
…
娑

婆

世
界

の
中

に
は
日
本

国
、
日
本
国
の
中
に
は
相
模
国
、
相
模
国
の
中
に
は
片
瀬
、

片
瀬

の
中

に
は
竜
口
に
、
日
蓮
が
命
を
と
ど
め
を
く
事
は
、
法
華
経
の
御
故
な
れ

ば
寂
光
土

と
も
い
う
べ
き
欺
。
神
力
品
云
、
若
於
林
中
若
於
園
中
若
山

谷
暖
野
是

中
乃
至
而
般
浬
架
と
は
是
欺
」
の
文
を
引
用
し
て
、
神
力
品

の
如
説
修
行
に
ふ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
神
力
品

の

「於
如
来
滅
後
、
応

当
一
心
受
持
読
諦
解
説
書
写
如
説
修
行
。
所
在
国
土
、
若
有
受
持
読
諦

解
説
書
写
如
説
修
行
、
若
経
巻
所
住
之
処
…
…
当
知
是
処
即
是
道
場
」

を
挙
げ
て
如
説
修
行
が
重
説
さ
れ
て
い
る
と
し
、
そ
の
如
説
修
行
の
人

の
住
所
を
示
し
て
道
場
と
は
寂
光
土
を
意
味
す
る
と
明
し
、
「
即
是
道

場
者
常
寂
光
土
宝
処
也
。
…
…
末
法
今
時

法
華
経
所
坐
之
処

行
者

所
住
之
処

道
俗
男
女
貴
賎
上
下
所
住
之
処

併

皆
是
寂
土
也
。
…

…
」
(定
遺
六
九
三
-
四
)
の

「
法
華
宗
内
証
仏
法
血
脈
」
の
文
を
挙

げ

て
、
「
問
云
、
如
説
修
行
人
住
処
即
寂
光
土
、
対

レ此
復
諺
法
諺
人
住
所

即
可
二無
間
地
獄
一乎
)
(『万
代
亀
鏡
録
』
七
三
六
頁
)
と
、
如
説
修
行

が

諺
法
の
禁
断
を
意
味
す
る
折
伏
行
で
あ
る
こ
と
を
既
定
の
こ
と
と
し
て

述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
仏
性
日
奥
に
も

「
五
種
妙
行
」
の
表
現
が
見

ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「奥
聖
鑑
抜
葦
」
(『万
代
亀
鏡
録
』

上
八
三
〇
頁
)
に
は
五
種
行
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
「
研

心

鏡
」
(前
同
書
下
二
七
頁
)
に
は
受
持

一
行
が
強
調
さ
れ
て
い
て
五
種

各

行
の
関
連
な
ど
は
全
く
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。
「
研
心
鏡
」
、に
お

い

て
、
名
字
即

の
人
が
た
だ
ち
に
宝
所
に
到
る

(妙
楽

「文
句
記
」
巻
七
)

と
説
か
れ
る
の
は
法
華
円
経
の
沖
微
で
あ
つ
て
余
経
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で

は
な
い
と
し
、
こ
の
宝
所
に
到
る
修
行
に
有
相
行

・
無
相
行
の
二
種
が

あ
つ
て
、
無
相
行
は
像
法
千
年
の
機
の
た
め
で
あ
る
の
に
対
し
、
末
法

に
お
い
て
は
有
相
行
が
機
感
相
応
の
行
と
し
て
示

さ
れ

て
い
る
と
述

べ
、
更
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

有
相
事
行
也
。
不
レ携
二観
念
一唯
信
二法
華
文
殉
作
二
受
持
読
諦
等
五
種
行
一是

也
。
但
具
二足
五
種
行
一諸
心
難
レ叶
故
以
二受
持

一
行
一定
二末
法
要
行
一
。…
…

然
神
力
品

一
品
上
行
付
属
譲
状
也
。
此
譲
状
結
文
結
二受
持
一
行
一付
属
。
是

堂
非
二重
中
重
一乎
。
…
…
深
得
二此
意
一常
唱
二結
要
唱
題
一
、自
然
開
二己
心
寂

光
一乍
レ居
遊
二十
方
宝
刹
一
、得
二大
智
慧
大
神
通
大
相
好
大
光
明
大
自
在
殉
自

受
法
楽
楽
可
レ無
レ極
。
(前
同
書
上
二
七
頁
)
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す
な
わ
ち
、
受
持
は
前
引
の
文
と
照
応
し
て
神
力
品
に
結
要
さ
れ
た

首
題
を
信
じ
唱
え
る
こ
と
で
あ

つ
て
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
読

・
諦

・

解
説

・
書
写
の
四
行
は
略
さ
れ
、
た
だ
受
持
の

一
行
を
も
つ
て
末
法
の

要
行
と
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
「我
等
錐
二
下
賎
凡
夫
哨受
二

持
妙
法
一即
同
二仏
体
一
。此
妙
法
即
為
二
仏
種
子
一故
也
」
「我
等
亦
如
レ
是

持
二妙
法
蓮
華
如
意
珠
一
、一
切
諸
仏
悉
共
護
」
(同
二
七
頁
)
と
述

べ
る

の
も
同
様

の
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、

日
奥
に
お
い
て
は
題
目

の
信
唱
、

そ
し
て
そ
こ
に
収
約
さ
れ
る
法
華
経
の
信
受
が
受
持
の
内
容

と
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
日
重
の
五
種
妙
行
論
は
信
力
相
続
の
た
め
の
助
行

を
許
容
す
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
こ
に
行
の
普
遍
性
が
要
求
さ
れ
、
如
説

修
行
解
釈

の
変
容
が
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
は
師
の
摂
受
折
伏

観
と
関
連

し
、
ま
た
師

の
時
代
の
と
ら
え
方
と
も
関
連
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
師

の
論
説
が
折
伏
を
真
向
か
ら
否
定
し
て
い
る
の
で
な
い
に
し

て
も
、
末
法
の
初
と
は
五
百
年
の
こ
と
で
あ
る
と
い
い
、
師
の
時
代
は

前
代
と
い
さ
さ
か
様
相
を
異
に
す
る
と
の
理
解
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

つ
て
、
或

は
如
説
修
行
を
も
つ
て
不
惜
身
命
と
は
解
せ
ず
受
持
中
心
の

五
種
妙
行

で
あ
る
と
い
い
、
或
は
不
惜
身
命
に

一
時
の
不
惜
身
命
と
日

常
的
常
恒

の
不
惜
身
命
を
立
て
る

(「愚
案
記
」
三
-
五
九
)
こ
と
よ
り

見
て
、
日
重
は
す

で
に
強
烈
な
折
伏
的
態
度
よ
り
後
退
し
て
、
む
し
ろ

日
蓮
聖
人
の
弘
通
を
継
承
し
つ
つ
、
摂
受

・
折
伏
義
を
随
宜
解
釈
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
重

の
五
種
妙
行
論
の
論
述
は
天
台

の
章
疏
に
よ
つ
て

進
め
ら
れ
て
お
り
、

唱
題
を
諦
の
行
と
し
て
意
業
を
重
視
す
る
こ
と
は

日
諦
等
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る

(「愚
案
記
」
三

-
二
四
)
が
、
師
自
ら
山
門

(叡
山
)
の
五
種
の
妙
行
に

つ
い
て
語

つ

て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

如
説
修
行
ト
云
ハ
五
種
ノ
妙
行
ノ
事
也
。
薬
王
品
云
○
云
云
、
サ
テ
現
証
ハ

山
門
之
行
ヲ
取
テ
如
法
ユ
行
ス
ル
也
、
是
レ
如
説
修
行
ト
云
事
也
、
此
力
五

種
ノ
妙
行
也
、
此
時

ハ
論
議
解
説
ノ
行
二
当
ル
也
、
面
白
シ
。
(四
ー
七
七
)

天
台
宗
ノ
碩
学
ノ
物
語
二
云
、
吾
宗
二
慈
恵
ノ
御
正
月
ナ
ド
ニ
作
善
ノ
時
、

五
種
ノ
妙
行
ト
テ
取
行
也
、
夫
ト
者
ハ
マ
繊
法
ト
テ
南
岳
ノ
俄
法
ヲ
本
式
ノ

フ
シ
ナ
シ
ニ
読
ム
、
次
二
五
段
ノ
式
ア
リ
、
是
モ
フ
シ
バ
如
二俄
法
画
初
段

二
行
事
役
ニ
テ
法
華
経
一
部
持
テ
ア
リ
ヒ
テ
列
座
ノ
衆

二
頂
戴
サ
ス
ル
也
、

是
受
持
ノ
行
也
、
第
二
段
ユ
何
レ
共

一
品
本
ニ
テ
読
ム
、
是
読
ノ
行
也
、
第

三
二
仏
所
成
就
ヨ
リ
十
如
是
、
自
我
偶
ヨ
リ
、
諦

ノ
行
也
、
第
四
段

二
談
義

也
、
是
力
長
シ
、
解
説
ノ
行
也
、
第
五
段
二
以
二手
指
一虚
空

二
題
目
ノ
七
字

ヲ
書
ク
、
南
無
ノ
ニ
字
ヲ
モ
共
二
書
ク
也
、
又
云
、
天
台
宗

ニ
モ
日
中
ナ
ド

ニ
ハ
必

一
巻
経
読
テ
別
シ
テ
阿
弥
陀
経
ナ
ド
ハ
不
レ読
、
ハ
テ
ニ
ハ
必
題
目

ノ
七
字
ヲ
十
四
五
返
ト
円
頓
者
ト
ヲ
読
ト
ゾ
、
能
化
常
ニ
ハ
題
目
唱

ヘ
ラ
レ

シ
ゾ
、
当
宗
ノ
唱
ル
様
二
無
テ
少
シ
無
調
法
也

(
六
-
二
)
。

前
引
文
の

「
薬
王
品
ニ
云
ク
」
と
は
、
「
若
人
得
聞
此
法
華
経
、
若

自
書
、
若
教
人
書
、
所
得
功
徳
、
以
仏
智
慧
、

等
量
多
少
、
不
得
其

辺
、
…
…
」
を
指

す
と
思
わ
れ
る
が
、
少
く
と
も
前
引
文
に
よ
る
限
り

日
重
は
山
門
の
五
種

の
妙
行
を
師
の
五
種
妙
行
論
の
基
礎
に
置
い
て
い

一
如

日
重

の
行
法
観

(
渡

辺
)
 

七
五
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た
と
見
ら
れ
る
。
勿
論
、
受
持
を
中
心
に
置
く
点
に
天
台
と
の
教
義
上

の
相
違
を
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
天
台
の
五

種
妙
行
が
、
今
、
「論
義
解
説
の
行
」
と
し
て
理
解

で
き
る
と
す

る
点

に
、
日
重

の
接
近
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
後
引
文
に
よ
れ
ば
、
天

台
の
五
種
行
は
法
華
繊
法
に
類
し
て
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

日

重
に
は

『
空
過
致
悔
集
』
二
巻
、
『祖
書
扶
助
唱
導
抄
』

一
巻
、
『
蝿
玉

集
』
十
巻
、
『
幌
玉
集
撮
要
』

一
巻
等
の
よ
う
に
、
臨
終
用
意

の
た
め

の
日
蓮
聖

人
遺
文
抜
粋
を
行
な
つ
た
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
に
関
連
し
て

「五
悔
」

に
つ
い
て
第
二
十
巻

(七
-
一
七
)
第
二
十
三
巻

(
十-
二
五
)

に
比
較
的
詳
し
く
述
べ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
日
重

は
、
「
五
悔
大
体
事
、
私
云
、
凡
ソ
行
者
ノ
大
体
、
内
順
観

道
外
附
教
行
ト
云
テ
、
内

ニ
ハ
三
千
三
観
ノ
内
証

二
住
シ
テ
凡
聖

一
如

ト
開
ク
ト
云
ヘ
ト
モ
、
外

ニ
ハ
修
行
ヲ
立
テ
テ
威
儀
少
モ
乱
ル
ベ
カ
ラ

ザ
ル
也
、
古
語

二
云
、
心
ハ
本
覚

二
住
シ
テ
行

ハ
始
覚

二
還

ル
云
云
」

(
二
三
-
一
一
)
と
、
五
悔
を
法
華
行
者
の
行
法
と
し

て
理
解
し

て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

日
重
が
五
悔
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
宗

義
理
解
を
述
べ
て
い
る
点
か
ら
し
て
も
、
五
悔
を
重
視
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

生
死
の
無
常
、
罪
障
消
滅
臨
終
正
念
を
課
題
と
し

つ
つ
題
目
の
受
持

を
も
つ
て
俄
悔
の
実
践
で
あ
る
と
す
る
の
が
日
重
の
信
仰
と
教
学
で
あ

つ
た
と
思

わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
そ
こ
で
は
日
蓮
聖
人
に
み
ら
れ
る
現

実

の
社
会
批
判
を
通
し
て
の
人
間
観
、
或
は
そ
の
媒
介
項
と
な
る
諺
法

の
意
識
が
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
か
が
問
題
と
な
る
が
、
畢
寛
、
静

止
的
な
宗
教
的
実
存
を
深
め
て
行
く
と
こ
ろ
に
日
重
の
関
心
が
あ
り
、

そ
れ
を
具
体
的
に
五
種
行
と
し
て
深
め
て
行
こ
う

と
す
る
と
き
、
天
台

の
教
説
を
媒
介
と
し
た
と
こ
ろ
に
日
重
の
工
夫

が
あ

つ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
場
合
、

日
蓮
教
学
の
究
極
の
境
地
と
天
台
教
学
の
そ
れ
と
が

ど
の
よ
う
な
間
係
に
立

つ
か
は
必
ず
し
も
伝
統
的
な
台
当
相
対
の
教
判

で
は
説
明
し
尽
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

周
知

の
通
り
、
日
重
の
学
系
が
近
世
日
蓮
教
団

の
主
流
に
な
つ
て
行

く
と
同
時
に
教
学

の
主
調
を
な
し
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
近
世
日
蓮
宗

教
学
に
お
い
て
行
の
問
題

へ
の
関
心
は
非
常
に
高

い
の
で
あ
る
。
勿
論

そ
の
基
底
に
は
近
世
封
建
体
制
の
確
立
の
な
か
で
坤
吟
し
て
行
く
人
間

の
問
題
が
大
き
く
は
ら
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
問
題
に
対

す
る
日
蓮
宗
教
学
上
の
解
明
、
定
着
は
略
述
し
た

日
重
の
路
線
に
お
い

て
行
な
わ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、

日
重
の
教
学
が
ど
の
よ

う
に
継
承
さ
れ
た
か
は
そ
れ
程
単
純
に
は
断
定

で
き

な
い
の
で
あ
る

が
、
法
華
経
受
領
の
た
め
の
諸
行
と
題
目
専
修
受

持

一
行
と
の
関
連
と

い
う
問
題

の
構
造
を
日
重
が
追
求
し
て
行
つ
た

こ
と
が
、
後
の
教
学
に

お
い
て
明
瞭
な
軌
跡
を
残
さ
な
か
つ
た
と
し
て
あ
、
根
底
に
お
い
て
多

大
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
事
実

で
あ
ろ
う
。

1

『
日
蓮
宗
学
説
史
』
三
五
〇
頁
。
2

前
掲
書
、
及
び
執
行
海
秀

『
日

蓮
宗
教
学
史
』
、宮
崎
英
修

『
不
受
不
施
派
の
源
流
と
展
開
』
。3
茂
田
井
教

亨

「不
受
不
施
者
の
信
仰
型
態
」
(大
崎
学
報

一
〇
五
号
)
。
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